
研究期報 No.104 

西条発電所周辺海域における付着生物の発生状況調査 

目 的

発電プラントでは海水を冷却水に用いるために海水取水設備に海生生物が付

着すると取水流量の低下や復水器管の伝熱性能の低下が起こり、延いては発電

効率の低下や発電負荷の制限につながる恐れがある。

近年、瀬戸内海に立地している四国電力㈱西条発電所海水系統で、ミドリイ

ガイの付着が確認されている。そこで、西条発電所周辺海域においてミドリイ

ガイ等の付着生物の発生及び付着時期等の調査を行った。

主な成果

今回の約 3 年間にわたる付着生物の発生及び付着状況等を調査した結果、西

条発電所周辺では外来種であるミドリイガイは初夏から夏にかけ幼生が発生し

少し遅れて付着が起こることがわかった。また、冬場の海水温の低下により死

滅することも確認された。

ムラサキイガイは晩秋から冬にかけて幼生の発生が急増しているが、付着は

少なかった。フジツボ類については通年を通して発生しており、8 月をピークに

夏場にかなり発生、付着することがわかった。



図 1 海水取水設備への生物付着状況 図 2 付着状況（2015 年 11 月） 

図 3 ミドリイガイの生物付着カレンダー 

（西条発電所周辺海域）
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